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＜表紙の写真＞ 東京 2020オリンピック・パラリンピック会場 

（新国立競技場とミライトワ） 

 

 

 

ミライトワとソメイティ 

（東京 2020オリンピック・パラリンピック 公式マスコットキャラクター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大会史上初、小学生の投票によって生まれた東京 2020 マスコット。子どもたちのワクワクをエ

ネルギーにして誕生しました。投票に参加した小学校は 16,769 校（海外の日本人学校等を含む）。 

ミライトワ（MIRAITOWA）とソメイティ（SOMEITY）はデジタルの世界に住んでいて、インタ

ーネットを使って、デジタル世界と現実の世界を自由に行き来します。 

（東京都オリンピック・パラリンピック事務局 City Cast HANDBOOK より） 
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東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

 

東京東北支部の皆様、お変わりなくお過ごしで

しょうか。支部総会をご案内の時期が巡ってまい

りました。例年ですと、同窓生の皆様からの寄稿

を満載し『鳳川ジャーナル』をお届けしていると

ころです。残念ですが、新型コロナ感染の終息が

見通せない現況を鑑み、今年も支部総会・懇親会

は休会といたします。しかし、支部会員の皆様と

少しでも交流の機会を作ることは出来ないかと検

討し、初めての試みとなりますが Web 会議スタ

イルでの総会を開催することを企画致しました。

このトライアルについては支部会役員同士で充分

な議論を行い実施という結論に落ち着きました。

どのような支部総会を開催出来るか不安も多々あ

りますが、まずは支部総会の新たな試みとしてチ

ャレンジしたいと思います。本ジャーナルの中に

基本的な参加方法を掲載しました。ご確認の上、

是非ご参加をご検討ください。Web 会議（今回

は Zoom を用います）に対し未体験であり不安を

感じる方も、これを機会にご参加・ご体験いただ

ければ支部会役員一同にとりましてもこんな嬉し

いことはないと思う限りです。 

2015 年より第 11 代学長を務められた稲垣隆司

先生（大 17）が今年 3 月に退任され、新学長に

は原英彰副学長（大 31）が就任されました。原

英彰学長は製薬会社ご勤務のご経験を活かし、世

界に通じる Pharmacist-scientists 育成を主眼に

した次世代を切り開く強い大学を目指しておら

れ、前学長が築かれた遺産をしっかり守りながら

社会のために貢献していただくことと確信してお

ります。旧知の間柄である原英彰学長のもとで同

窓会活動に参加できることはまことに心強い限り

です。 

Web 会議スタイルでの総会は、例年と同じプ

ログラムで進行予定です。司会挨拶、支部長挨

拶、活動報告、会計報告、活動計画案、予算案、

役員案の順で

す。新学長の講

話に続き、特別

講演は鳥居真一

さん（大 32）に

「海外での製薬

企業での経験」

というタイトル

でお話をしてい

ただきます。鳥

居さんは複数の

外資系製薬会社の臨床開発部長や社長を歴任さ

れ、現在はアカデミア発ベンチャーを始められま

した。アルツハイマーを含む、アミロイドーシス

治療を目指して医薬品開発を進めておられます。

一昨年は岐阜薬科大学で大学院講義を兼ねて講演

会をされております。若い支部会員の方々をエン

カレッジしていただく目的で特別講演をお願いし

ました。若い方々に、海外で活躍する意欲を持っ

ていただける好機であると考えております。ご期

待ください。 

コロナもあり世の中は大きく変化し動き始めて

います。想定外の出来事や正解のない課題への対

応能力が求められる時代に突入しました。このよ

うな時にこそ多様な可能性を追求し深めることが

できます。普段から冷静に論理的に物事を考えて

いれば正しい結論に行き着きます。昨年はレジリ

エンスで駆け抜けました。今年は Change に

Challenge する気持ちで走り続けてまいります。 

9 月 18 日の Web 会議スタイルでの総会へのご

参加をお待ちしております。 

 

＜株式会社東京臨床薬理研究所＞ 
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                         岐阜薬科大学 学長 原  英彰（大 31） 

岐阜薬科大学同窓会東京東北支部の会員の皆様

方には益々ご健勝でご活躍のこととお喜び申し上

げます。また、岩崎稔支部長のもと、同窓会活動

を活発に進めていただいておりますことに対し心

より敬意を表しますとともに、日頃から本学発展

のために多大なご支援・ご指導を頂いております

ことに対しまして有難く厚く御礼申し上げます。 

この度、本年 4 月 1 日より稲垣隆司前学長の後

任として学長を拝命しました原英彰です。本学を

卒業後は、製薬会社の創薬研究所に 21 年間勤務

したのち 18 年前に本学に奉職しました。その

間、薬効解析学研究室を主宰してまいりました。

東京・東北支部の会員の皆様方には今後ともご指

導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。 

 現在、新型コロナウイルスに対するワクチン

は、昨年の感染症拡大が明らかになって 1 年以内

に創出され、ワクチンの接種も開始されました。

これにより新型コロナウイルスの拡大抑制も期待

できる状況になってまいりました。しかし、その

最前線では医師、看護師、薬剤師をはじめ医療従

事者の方々が感染した患者さんを救うために、こ

のウイルスと闘っておられます。会員の皆様もこ

の最前線で戦っておられる方々も多いかと思いま

す。誠に感謝に堪えません。 

このような状況を改善解決するための有効策と

して期待されているのが、感染症の拡大を抑える

ワクチンや感染後に使用する治療薬の開発です。

ワクチンの接種が開始されましたが、全体にいき

わたるにはまだ時間を要するかと思われます。こ

れらの薬の開発に関わることが出来るのは、まさ

に薬学を学んだ我々です。このように薬学は、感

染症をはじめとするまだ治療薬がない病気を解明

することによって、治療薬を開発することが出

来、また患者様に薬を安全に届けることによって

人類の生活や生命に大きく貢献できる学問分野で

す。 

 こうしたコロナ禍の中でも、岐阜薬科大学

は､教育・研究・社会活動の充実・強化を図ると

いう大学の社会的使命を積極的に果たすことが期

待されている一方、キャンパス整備・統合、法人

化、産学官連携の強化・ライフサイエンス拠点の

整備、大学院の再構築等多くの課題が山積してお

ります。今後とも、こうした社会環境の動きを的

確に捉え､課題解決に向けた様々な取組をすると

ともに、高度な研究に裏付けられて教育のできる

大学として、また伝統的に培われた育薬・創薬に

関する教育・研究の成果を世界に発信できる大学

として、教職員一丸となって取り組んでまいりま

す。東京・東北支部の皆様方には引き続き、本学

発展のため、一層のご支援、ご指導を賜りますよ

う心からお願い申し上げまして、挨拶とさせて頂

きます。 
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東京東北支部副支部長 曽江 啓一郎（大 35） 

 新型コロナウイルス問題が落ち着かない中、十

分とはいえないコンテンツではありますが、本年

も鳳川ジャーナルを支部会員の皆様に発送するこ

とが出来、嬉しく思います。 

 さて岩崎支部長からのご挨拶にもありましたよ

うに支部総会の開催は見送ることとなりました。 

残念ではございますが、皆様とご対面できる感動

を更なるものと出来ますように、楽しみを先延ば

しにしたものと考えたいと思います。 

 リアル開催の支部総会は順延と致しましたが、

東京東北支部と致しましては、新時代への新たな

試みとして「Zoom を用いた Web 会議スタイルで

の支部総会開催」に挑戦することに致しました。 

 「Web 会議？」、「Zoom？」と聞き慣れない言葉

に戸惑う会員の皆様も少なくないと思いますが、

この総会への参加を切っ掛けとして、新たな世界

を体験頂けるなら、支部としてもこんな嬉しいこ

とはありません。 

なお i-phone やネット環境下の PC がありまし

たら、対応するアプリのインストールを行って頂

くことでどなたでも参加出来、課金等の負担など

は一切ありません（インターネット接続料はご自

身のご負担となります） 

 開催日時としましては、本年の支部総会を予定

していました同日・同時刻を開始と致しますので、

既に総会予定をスケジュールに組み込まれている

皆様は、どうか予定を消さずに「総会開催」と思い

参加頂けますようお願いします。 

 

 

 

（参加方法については、次頁参照下さい） 

  日時：9 月 18 日（土）13:30～16:00 

支部長挨拶 

議案 

令和 2・3 年度 活動報告、会計報告 

令和 4 年度 活動報告、予算案 

令和 4 年度 役員案 

講和「新学舎移転にあたって」 

岐阜薬科大学 学長 原 英彰 先生 

特別講演「海外での製薬企業での経験」 

バーミリオン・セラピューティックス 社長 鳥居 真一 先生 

意見交換会（今後の支部活動のあり方） 
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事前準備（アプリのインストール） 

参加には専用のアプリが必要ですが公式サイトから無料でダウンロード、インストー

ルできます。（Zoom で初めてミーテリングを行うときに自動的にインストールするこ

ともできますが、予めインストールしておくと安心です。） 

・スマホ・タブレットの場合、アプリストアからインストール 

・検索サイトなどから Zoom のウエブサイトを開き（https://zoom us/jp-jp） 

 「ミーティング用 Zoom クライアント」をダウンロード 

1．支部総会参加方法（Zoom） 

  Zoom を利用したオンライン形式で実施いたします。 

  アプリを起動し、サインインし、ミーティングに参加してください。  zoom 

  Zoom ミーティングに参加する 

https://us02web.zoom.us/j/82992301363?pwd=OW13ZXpoanE4NXpRN3ZyNUVPOEl6dz09 

ミーティング ID：829 9230 1363 

パスコード：594223 

なお不安のある方は、前日までに「参加予定」と記載し、空メールを送信頂ければ、

折返し URL・ID・パスコードを送信致します。⇒ housenkai2020@gmail.com 

会議開始日時 9 月 18 日（土） 13:30〜 

※ 当日は、総会開始時刻の 60 分前からログインが可能です。役員が、ログイン 

して待機していますので、接続等に不安のある方は、演習を兼ねて早めの参加を

検討下さい。 

※ ミーティングにアクセスできない場合は、開催時間中、以下の番号にご連絡・ 

ご相談ください。 

      090-5995-2152（曽江）、090-7262-5288（岩崎）                        

2．当日ご用意いただきたいもの 

  ・Zoom に接続可能なカメラ及びマイク付き PC、スマートフォン、タブレット 

（カメラ機能は無くとも参加できます） 

3．遅刻・欠席される場合について 

  欠席の場合は、当日の欠席連絡は不要です。 

  開始時刻にログインできなかった場合でも、遠慮なく参加下さい。 

4．その他 

・安定したネット環境で接続してください。 

（環境によっては音声等が途切れる場合があります。） 

・今回の Web 会議は、KKR ホテル東京の「WEB 会議プラン」を利用して 

開催致します。  

https://zoom/
https://us02web.zoom.us/j/82992301363?pwd=OW13ZXpoanE4NXpRN3ZyNUVPOEl6dz09
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東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

今年度の役員候補につきましてご紹介いたします。 

一昨年の総会にて役員改選を行い、役員と編集委員の 2 組織構成を提案しご了承頂きました。 

しかしながらコロナ禍により当初想定したような打ち合わせや運営が思うように実施出来ず、新体制で

の運営が事実上困難であると判断致しました。 

そこで現在、支部活動の打ち合わせ等、運用の軸である Web 会議を今後も打ち合わせの中心と想定され

ることから、従来の 1 組織での支部会運営体制に戻すことで、再スタートを切らせて頂こうと思います。 

何卒、ご了解の程、宜しくお願い申し上げます。 

 

支部長  岩崎  稔 （大 27） 陸上部／生化学 

副支部長 曽江 啓一郎 （大 35） 陸上部・合唱部／分析化学 

総務   村瀬 哲司 （大 58） 陸上部／薬化学 

会計   庄司 勝志 （大 37） 剣道部／合成化学 

監査   谷口  翔 （大 55） 弓道部／微生物化学 

幹事   長江 敏男 （大 15） 排球部／物理化学 

  倉橋 香おり （大 34） 卓球部・植研／物理化学 

     壬生 百香 （大 51） 合唱部・ゴルフ部／分析化学 

塩田 紀子 （大 52） 英語・漢方・柔道部／薬剤学 

     岸 潤一郎 （大 54） 野球部／製剤化学 
 

以上 10 名、役員と編集委員にて構成（新規メンバーの参加なし） 

 

＜重要なお知らせ＞ 

 制約下での支部総会未実施状況を考慮、また次期繰越金により支障

なく運営が可能と判断しましたので、本年度は従来の年会費徴収

（2,000円）はお願いしないことと致しました。 

 なお特別寄附金については、従来どおり、受け付けておりますので、 

ご検討頂ければ幸いに存じます。 

   

  口座記号 00140-6-22103 岐薬同窓会 東京支部 

   （なお、振込みの際には、卒業年度 お名前の記載をお願い致します）  
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（大学関連トピックス） 

岐阜薬科大学 学長  原 英彰（大 31） 

1） コロナ禍に対する対応 

 昨年から続いていますコロナ禍によって社会経

済だけでなく、教育及び研究にも大きな影響を受

けました。本学としては昨年の前期授業は Zoom

によるオンライン教育を中心に行い、「学生全員

が最前列である」、「どこでも履修ができる」、「登

校が困難な学生も履修できる」といった従来の対

面授業にはないメリットを見出しました。後期授

業においては Zoom と対面のハイブリッド授業を

行い、これまで大きな問題もなく進めてきまし

た。今年度は、現在対面授業を行っています。教

室内での三密回避のため、1 学年を 2 つの教室に

分け、片方の教室の学生には対面による授業を、

もう一方の教室の学生にはリアルタイムでの配信

授業を行い、これを交互に入れ替えることにより

対応しております。新型コロナウイルスの感染状

況次第ではオンライン授業に変更することもあり

ます。５月に入ってからは、コロナウイルスの変

異株の影響で岐阜県も患者数が増加しており、特

に若い年代の方々の増加が著しいのが問題です。

クラブ活動については、岐阜県内においてもクラ

ブ活動中にクラスターが発生したとのケースも散

見されることなどから、本学において５月中はク

ラブ活動を禁止しております。６月以降は、コロ

ナの感染状況によって判断していく予定です。 

2） 入学状況 

本学においては今年度新たに全国から学部 140 名

（定員 120 名)、博士前期課程 0 名（定員 3 名)、

博士後期課程 6 名（定員 5 名)、博士課程 2 名

（定員 5 名）の学生を迎えることができました。

入学式については新型コロナウイルス感染症の感

染拡大が収束していなかったことから入学生と講

師以上の教員によって執り行いました。 

3） 教育体制 

本学の教育体制としては、2017 年度入学生か

ら、卒業後はすべての学生が国家試験を受験でき

る 6 年制の薬学科に統一しました。その上で、本

学が有する長い歴史と伝統に立脚した創薬・育薬

等に携わる研究者の育成を堅持するため、「医療

薬学コース」と「創薬育薬コース」の 2 コースを

新たに設置しました。研究体制としては、「伝統

の中からこそ真の改革的教育・研究が生まれる」

との信念のもと、化学物質探索等の基礎薬学分野

から臨床試験等の臨床薬学分野まで育薬と創薬に

係る幅広い研究を進めております。以前は、４回

生から研究室に配属していましたが、現在は３回

生後期からそれぞれのコースの研究室に配属し、

卒業まで３年半研究室に所属することになりま

す。その間 OSCE や CBT 等の薬学共用試験を受

験したのち、5 回生で約半年間の実務実習（病院

及び薬局）に行きます。また、研究室での研究活

動や薬剤師国家試験に向けての準備等、早期から

より深い専門的な教育・研究を行っています。本

学では、臨床に従事しながら研究ができる薬剤

師、あるいは臨床の経験を生かして製薬企業など

で研究者として活躍する薬剤師（薬剤師研究者、

Pharmacist-Scientists）等を育てたいと考えてい

ます。 

4） 他大学等との連携  

つぎに他大学や研究機関との連携についてです。

本学は、「疾患の早期発見や安全で有効な個別化

治療」へと移行しつつある医療の社会的ニーズに

応えるため、岐阜大学の医学部、応用生物科学部

（獣医学部）及び工学部の教育・研究機関と連携

して、「岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究

科」を開設し、高度な専門性と先見性、柔軟な発
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想を有する最先端な領域で活躍できる人材の育成

にも努めております。また、最近では名古屋大学

医学部医学研究科、創薬科学研究科や名古屋市立

大学、さらには中国浙江大学、フロリダ大学等多

くの海外の大学とも学術協定を締結し、最先端の

研究に取り組んでおります。それ以外にも、民間

企業から寄附を頂き、現在 5 つの寄附講座、更に

は今年度からラクオリア創薬株式会社との「創薬

イノベーション共同研究講座」を開設し、教育・

研究を進めています。 

5） ホームページの改定 

 本年４月より本学のホームページをリニューア

ルしました。https://www.gifu-pu.ac.jp/ 

是非ご覧ください。 

 

6） 岐阜薬学専門学校時代の写真及び新聞

記事 

本学本部キャンパスの学長室に掲示しております

岐阜薬学専門学校校歌（昭和 8 年、北原白秋書）

と薬専の新築落成と開校記念式を報じる岐阜日日

新聞（昭和 7 年 11 月 17 日付け）を紹介したい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学長室（学歌と新聞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜日日新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺甚吉氏 
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松尾國松市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比良野校長 

 

 

 

 

 

 

 つぎに、岐阜薬学専門学校 2 回卒 村山 元 

氏寄贈による卒業アルバム（昭和 11 年 3 月）か

ら写真を紹介します。岐阜薬科大学の歴史を感じ

て頂けましたら幸いです。 

（本誌巻末 14～15 頁・裏表紙に掲載） 
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（2020 年 7 月 1 日より 2021 年 6 月 30 日まで） 

収入の部 支出の部 

前年度繰越金 

  

本部交付金 

総会・年会費 

特別寄付金 

広告料 

雑収入 

1,772,400 

 

435,300 

334,000 

110,000 

0 

3 

  

 総会開催費 

 鳳川ジャーナル印刷費 

   ＋通信費 

 会議費 

 事務用品費 

 慶弔費 

 交通費 

 

 手数料 

  

 次期繰越金 

 

0 

 

  502,335 

0 

0 

0 

0 

 

28,366 

 

2,121,002 

合  計 2,651,703 合  計 2,651,703 

2021 年 7 月 26 日 

  以上の通り報告いたします。     会計幹事  庄司 勝志 

        会計監査  谷口  翔 

なお、2021 年度予算案については 2020 年度に準じ立案致しますが、2020 年度の予算との差異として総

会開催関連での収支が「Web 会議開催（支出のみ）」となります。本書面を以って提案とさせて頂きます。

（予算案に対するご意見等、ございましたら housenkai2020@gmail.com まで宜しくお願い致します。） 

寄附をお寄せいただきましてありがとうございました。 

寄附の総額は、22 口 110,000 円です。ご芳名を記してお礼に代えさせて頂きます。 

（大 2） 佐竹 幸夫 （大 13） 山口 敏男 2 口 （大 42） 北野 妙子 

（大 5） 安田 俊道 （大 23） 生永 香能美 （大 42） 吉澤 奈美子 

（大 5） 和田 栄治 2 口 （大 26） 永田 房子 （大 46） 吉田 稔 

（大 8） 山本 敦美 2 口 （大 30） 奥村 洋一  井上 雄有輝 

（大 8） 川上 千里 2 口 （大 30） 渡邊 昭彦   

（大 12） 安部 隆 （大 31） 小島 一夫   

（大 13） 阿部 帝夫 （大 34） 田邊 弘之  （敬称略） 

 

mailto:housenkai2020@gmail.com
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ベンチャー企業の運営を始めて 4 年以上経過しま

したが、四苦八苦している毎日です。代謝・循環系

のアセットをライセンスで引き受けてくれるパー

トナーを探し求めて彷徨っています。 

奥村 洋一（大 30） 

 

ご無沙汰しています。コロナが猛威をふるい、様々

なところに影響を与えており、同窓会にまで影響

してしまいましたね。参加しようと思っていたの

で、残念です。こちらは、昨年 6 月末に NapaJen

を退職し、複数のスタートアップベンチャーのサ

ポートをすることになりそうです。またお会いで

きる機会を楽しみにしています。よろしくお願い

します。 

渡邉 昭彦（大 30） 

 

支部の皆様には、お仕事がある中、同窓会活動を

実施いただき感謝いたしております。 

今後ともよろしくお願いします。 

山崎 正人（大 37） 

 

 

父：櫻井 清隆（専 14）ですが 2019 年 10 月 9 日

享年 91 歳で亡くなりました。 

生前皆様方にたいへんお世話になりました事、父

に代わり御礼申し上げます。 

どうか、よろしくお願いいたします。 

櫻井 隆 （櫻井 清隆 様 ご子息） 

 

 

 

 

（昨年、ジャーナルに掲載出来なかった皆様からのメッセージです。） 

 

 

 

 

今年も、本ジャーナルを会員の皆様のお手元に届

けることが出来、少しだけ安堵しています。 

無事に開催されていれば、丁度、パラリンピック

開催真っ只中でしょうか。 

会員の皆様の中でボランティアとしてオリンピッ

ク支援を行われた方のお話も聞いております。 

次号ジャーナルでは、そういった貴重な体験談な

ども掲載出来ればと考えています。 

コロナ禍であっても、進化し続ける東京東北支

部、鳳川ジャーナルでありたいと考えています。

会員の皆様には、引き続き、ご支援を賜れれば幸

いです。 

 

ご感想・ご意見などお聞かせ頂ければ幸いです。 

⇒ housenkai2020@gmail.com 

《 HJ 編集メンバー一同 》 
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表紙                  中表紙 

日比野校長 
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卒業アルバム（昭和 11 年 3 月）寄贈 村山 元 氏（専 2 回卒）  

長良の桜 

柳ケ瀬 

デモンストレーション 

赤木教授と衛生化学実習写真 嶋野教授と研究室写真 

学外研修写真 

衛生材料（エーザイ）厰          キリンビール屋上 
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岐阜薬学専門学校校歌（昭和 11 年卒業アルバムより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集発行人 

岩崎 稔 

E-mail：medical.information.network@docomo.ne.jp 

岐阜薬科大学同窓会名簿に基づき、本鳳川ジャーナルを送付しております。 

岐阜薬学専門学校校歌（昭和 11 年卒業アルバムより） 


